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内容の要旨及び審査の結果の要旨
実験的に、ラットに十二指腸液を食道へ逆流させる手術を行うと、パレット食道そしてこれに続発して
腺癌が誘発される。この発癌には発癌剤の投与を必要とせず、逆流する十二指腸液に癌原性があることが
明らかにされている。また、臨床的には、パレット食道は食道腺癌の発生母地として知られており、逆流
防止手術を行うことにより、パレット食道が消退するか、さらには続発する食道腺癌のリスクを低下させ
るかについては注目されている問題であるが、未だ明らかにされていない。そこで本研究は、＋二指腸液
の逆流により発生したパレット食道が逆流防止手術により消退するか、そして続発する食道腺癌のリスク
が低下するか否かをラットの実験モデルで検討した。実験群は胃全摘後、十二指腸液食道逆流をきたすよ
うに再建し、５０週後、３０週後、２０週後に犠牲死させた群、十二指腸液食道逆流をきたすように再建した
後、３０週後、２０週後に十二指腸液逆流防止手術としてRoux-en-Y吻合にスイッチし、初回手術後５０週目
に犠牲死させた群、胄全摘後、Roux-en-Y吻合を行い、十二指腸液食道逆流をきたさないようにし、５０週
後に犠牲死させたコントロール群とした。摘出した食道は、肉眼的観察後、ＩＩＥ染色を行い、光学顕微鏡に
て観察を行った。
得られた結果は以下のように要約される。
１)十二指腸液食道逆流を２０週持続させた群では50％以上､30週持続させた群では90％以上でパレット
食道が発生した。
２)パレット食道の発生頻度とその長さは、十二指腸液逆流防止手術を２０週目に施行した群と十二指腸
液食道逆流の20週後に犠牲死させた群および十二指腸液逆流防止手術を30週目に施行した群と十二
指腸液食道逆流の３０週後に犠牲死させた群との間で差を認めなかった。
３)十二指腸液逆流防止手術を施行した群では、十二指腸液食道逆流を５０週持続させた群より発癌頻度
が有意に低かった。
４）胃全摘後Roux-en-Y吻合を行ったコントロール群ではパレット食道や癌は発生しなかった。
これらの結果より十二指腸液逆流防止手術を行うことにより、十二指腸液食道逆流により生じたパレッ
ト食道は消失しないものの、続発する食道腺癌の発生は抑制しうる可能性が示された。
本研究は、十二指腸液食道逆流により発生したパレット食道に対する逆流防止手術の意義を解明したも
ので、外科学の発展に寄与する価値ある研究と評価された。
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